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（写真１）横田基地で１月２０日、陸上自衛隊中央特殊武器防護隊の

松原泰孝１等陸佐（右）にCBRN(化学・生物・放射性物質・核テロ対

策）の偵察車両の目的について話す第３７４施設中隊危機管理監督

官クリス・ガペッツ曹長（左）。 
 

この日、陸上自衛隊幹部は第３７４空輸航空団の作戦手順を紹介す

るCBRN対処の相互理解運用性会議に参加するため、横田基地を訪

問した。 

 

１ 

（写真２）陸上自衛隊中央特殊武器防護隊隊長松原泰孝１等陸佐に

CBRN偵察車両の目的について話す第３７４施設中隊危機管理計画・

運用下士官主任ザクリー・パスコヴィッチ曹長。 
 

他にも、第３７４医療群によるCBRN医療緊急対応の模擬実演が行わ

れた。 
 
 

２ 

（写真３）制限時間内にMOPP（任務志向防護態勢）服を着用する実技

を陸上自衛隊幹部に見せる第３７４施設中隊サミュエル・ベイカー一

等空兵（左）とビンセント・ダラー上級空兵（右）。 
 

この模擬実演は、陸上自衛隊と航空自衛隊に横田基地のCBRN手順

を紹介する相互運用性会議の一環として行われた。 
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